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審

議

会

等

の

会

議

録

　

   

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

の

公

開

に

チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
備
す
る
考
え
は

福

祉

事

業

に

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
精
製
の

取

組

を

生

か

せ

な

い

か

公
開
の
進
行
管
理
を
行
い

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く

就
労
支
援
等
の
観
点
か
ら
は

考
慮
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る

多 磨 霊 園 南 参 道
沿道全体の管理のために
住民と協議をするべきでは

住民と清掃の在り方などを
協 議 し て い き た い

本

市

で

電

子

図

書

館

を

導

入

す

る

考

え

は

シ
ス
テ
ム
の
変
更
等
を
行
う
中
で

導

入

を

行

っ

て

い

く

佐久穂町との姉妹都市交流
　 市 民 保 養 所 周 辺 に

体験フィールドの設置を

地域包括支援センターの運営
基幹業務は直営が望ましい
との 考 え に 対 す る 見 解 は

交流に有効な手段であるため
同 町 に 相 談 し て い き た い

困 難 事 例 へ の 対 応 な ど
今後も市が責任を持ち担っていく

自 殺 予 防 対 策
ゲ
※

ートキーパーの養成研修を
早 期 に 実 施 で き な い か

都や保健所に相談し
実 施 を 検 討 し た い

浅
田　

多
津
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

市

の
審
議
会
や
協
議
会
等
の
会
議
録

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
迅
速
な
情
報
公
開
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
公
開
に
時
間
が
か

か
る
、
公
開
が
さ
れ
て
い
な
い
等

の
事
例
が
見
ら
れ
る
。

　

会
議
録
公
開
ま
で
の
期
間
の
目

安
は
、
お
お
む
ね
１
か
ら
２
か
月

で
の
公
開
が
妥
当
と
聞
く
が
、
公

開
ま
で
の
期
間
を
﹁
府
中
市
付
属

機
関
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す
る

規
則
﹂
に
登
載
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
、
現
状
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
会
議
録
公
開
は
、
各
所
管

前
田　

弘
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

家
庭

や
公
立
施
設
か
ら
出
る
廃
食
油
を

回
収
し
、
軽
油
に
代
わ
る
燃
料
と

し
て
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

︵
Ｂ
Ｄ
Ｆ
︶
に
再
生
す
る
取
組
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
学
校
給
食
の
廃
食
油

の
処
理
に
つ
い
て
、
委
託
先
の
処

理
方
法
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
市
は
契
約
上
、
処
理
方
法
を

明
記
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

委
託
先
か
ら
は
、
廃

食
油
を
新
聞
の
イ
ン
ク
に
再
生
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
処
理

課
で
行
っ
て
い
る
が
、
市
広
報
課

が
進
行
管
理
を
行
う
な
ど
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
整
備
す
る
考
え
は
。

政
策
総
務
部
長　

会
議
に
よ
っ
て

会
議
録
作
成
に
要
す
る
時
間
が
異

な
る
の
で
、
登
載
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
関
係
機
関
へ
の
周
知
を

行
い
、
速
や
か
な
会
議
録
公
開
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
各
会
議
の
開
催
状
況
を
把

握
し
、
会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開
に
つ
い
て
進
行
管
理
を

行
い
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
せ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

方
法
等
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
、

明
記
し
て
い
な
い
。

議
員　

公
立
施
設
等
か
ら
回
収
し

た
廃
食
油
を
、
自
治
体
の
協
力
を

得
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
に
精
製
し
て
い
る
障

が
い
者
福
祉
施
設
も
あ
る
と
聞
く

が
、
本
市
に
お
い
て
も
、
福
祉
事

業
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
精
製
の
取
組
を
生
か

せ
な
い
か
。

環
境
安
全
部
長　

回
収
方
法
、
精

製
場
所
、
設
備
、
技
術
な
ど
様
々

な
面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

就
労
支
援
等
の
観
点
か
ら
は
考
慮

に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。

吉
村　

文
明
議
員︵
公
明
︶　

本
市

の
図
書
館
に
お
い
て
行
っ
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
取

組
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

市
長　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
書
籍
の
貸
出
予
約
や
期
間
延
長

等
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
中
央
図
書
館
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
パ
ソ
コ
ン
を
17

台
設
置
し
、
市
民
が
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
る
。

議
員　

国
民
の
読
書
離
れ
、
活
字

離
れ
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
電
子
書
籍

を
貸
し
出
す
電
子
図
書
館
が
注
目

を
集
め
て
い
る
。
常
時
、
貸
し
出

し
・
返
却
が
で
き
、
直
接
図
書
館

に
出
向
く
必
要
も
な
く
、
蔵
書
ス

ペ
ー
ス
が
不
要
な
ど
多
く
の
利
点

が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
電
子
図

書
館
を
本
市
で
導
入
す
る
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

今
後
、
電

子
書
籍
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
従
来
の
紙
の

書
籍
だ
け
で
は
図
書
館
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
に
は
不
十
分
と
考

え
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
変
更
等

を
行
う
中
で
、
電
子
書
籍
へ
の
対

応
を
十
分
に
図
る
な
ど
電
子
図
書

館
の
導
入
を
行
っ
て
い
く
。

西
宮　

幸
一
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

多
磨

霊
園
南
参
道
に
は
桜
並
木
が
続
き
、

憩
い
と
潤
い
を
も
た
ら
す
な
ど
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
・

ロ
ー
ド
と
し
て
の
価

値
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
落
ち
葉
が
多
く
、

清
掃
を
地
域
住
民
に

頼
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。

　

そ
こ
で
、
管
理
等

に
関
し
て
住
民
か
ら

の
要
望
な
ど
は
あ
る

か
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長　

住
民
か
ら
は
、

枯
れ
枝
の
処
理
や
収
集
し
た
落
ち

葉
の
回
収
等
に
つ
い
て
の
要
望
が

あ
っ
た
。

議
員　

同
参
道
に
つ
い
て
、
市
は

要
望
箇
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
沿
道

全
体
の
清
掃
管
理
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
た
め
、
早
急
に
現
地
の
状

況
を
把
握
し
、
住
民
の
意
向
を
踏

ま
え
協
議
等
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

都
市
整
備
部
長　

清
掃
等
に
係
る

要
望
で
は
、
現
地
の
状
況
把
握
の

仕
方
に
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
今

遠
田　

宗
雄
議
員︵
公
明
︶　

姉
妹

都
市
で
あ
る
佐
久
穂
町
の
フ
ィ
ー

ル
ド
が
交
流
や
地
域
の
活
性
化
に

生
か
さ
れ
れ
ば
と
思
う
が
、
交
流

事
業
の
今
後
の
展
望
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

同
町
か
ら
市
民

レ
ベ
ル
で
の
交
流
の
要
望
も
あ
り
、

今
後
は
事
業
を
安
定
的
に
継
続
し

て
い
く
と
と
も
に
、
交
流
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
同
町
と
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

交
流
の
継
続
と
拡
大
に
は
、

森
林
間
伐
体
験
な
ど
の
事
業
も
期

待
さ
れ
る
が
、
市
民
保
養
所
周
辺

に
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
﹁
友

好
の
森
︵
仮
称
︶﹂設
置
を
考
え
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
等
で

行
わ
れ
て
い
る
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
と
い
う
長
期
滞
在
可
能
な
農
業

体
験
施
設
な
ど
の
共
同
実
施
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

体
験
フ
ィ
ー
ル

ド
の
設
置
は
交
流
に
有
効
な
手
段

と
考
え
る
た
め
、
場
所
の
提
供
に

つ
い
て
同
町
に
相
談
を
し
て
い
き

た
い
。
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
実

施
に
つ
い
て
は
市
民
ニ
ー
ズ
や
在

り
方
等
を
同
町
と
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

重
田　

益
美
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

本
市

で
は
、
基
幹
的
な
業
務
を
担
う
直

営
で
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
包
括
セ
ン
タ
ー
︶
を
廃
止
し
、
更

に
既
存
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
を
す
べ
て
包
括
セ
ン
タ
ー
に
移

行
す
る
新
体
制
へ
の
方
針
を
打
ち

出
し
て
い
る
が
、
直
営
で
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

市
長　

成
果
は
、
困
難
事
例
へ
の

支
援
や
権
利
擁
護
事
業
な
ど
を
円

滑
に
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

課
題
は
、
直
営
１
か
所
の
包
括

セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
に
対
応
が
で
き
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
に
密
着

し
た
支
援
の
推
進
に
は
包
括
セ
ン

タ
ー
を
増
設
し
、
行
政
と
の
連
携

が
不
可
欠
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員　

国
の
社
会
保
障
審
議
会
で

は
、
基
幹
的
な
包
括
セ
ン
タ
ー
は

市
の
直
営
が
望
ま
し
い
と

し
て
い
る
が
、市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長　

基
幹
業

務
と
し
て
の
総
合
相
談
、

困
難
事
例
の
対
応
、
関
係

機
関
と
の
連
携
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
市
が
責

任
を
持
っ
て
担
っ
て
い
く
。

後
は
住
民
と
清
掃
の
在
り
方
や
収

集
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他 

留
学
生
へ
の
生
活
支
援
活
動
に
対
す

る
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

隆　

ミ
ワ
子
議
員︵
公
明
︶　

我
が

国
で
は
、
毎
年
多
く
の
人
が
自
ら

命
を
絶
つ
と
い
う
深
刻
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。
う
つ
病
が
自
殺
の

原
因
で
最
も
多
い
こ
と
も
あ
り
、

う
つ
・
自
殺
予
防
対
策
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ゲ

※

ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

養
成
の
た
め
、
市
職
員
や
民
生
委

員
等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
早

期
に
実
施
で
き
な
い
か
。

福
祉
保
健
部
長　

中
心
と
な
っ
て

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
都
や
保
健
所
に
相
談
し
、

庁
内
向
け
研
修
等
の
実
施
を
検
討

し
た
い
。

議
員　

う
つ
病
等
に
有
効
と
さ
れ

る
認
知
行
動
療
法
は
、
実
施
を
す

る
病
院
が
全
国
的
に
少
な
く
、
情

報
が
患
者
に
届
か
な
い
実
情
が
あ

る
。
市
と
し
て
情
報
を
提
供
す
る

環
境
を
作
っ
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

福
祉
保
健
部
長　

平
成
22
年
度
に

自
殺
予
防
の
講
演
会
を
開
催
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
予
定
の
た
め
、

そ
の
中
で
同
療
法
に
関
す
る
講
演

会
の
実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

※

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
⋯
自
殺
の
危
険
を

示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切
な
対
応

を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
人

　▲自然に触れる体験を

　▲市役所内の包括センター

　▲多磨霊園南参道


